●平成１7年度
Ⅰ－１ 次の問題について解答せよ。（答案用紙６枚以内にまとめよ。）
　受験申込書に記入した「専門とする事項」について,あなたが技術責任者として携わった仕事の中で,技術士にふさわしいと思われる２事例について，それぞれ

（１）その名称と実施時期及びあなたの担当業務

（２）技術的問題と特に留意した事項

（３）あなたがとった解決策とその効果

について詳述せよ。さらに，

（４）現在の技術水準に照らして，経済的効果を含めた総合評価

について具体的に記述せよ。

Ⅰ－２　次の３問題のうち２問題を選んで解答せよ。（緑色の答案用紙を使用し,問題ごとに用紙を替えて解答問題番号を明記し,それぞれ３枚以内にまとめよ。）

Ⅰ-2-1　「水産関係公共事業コスト縮減計画」の内容と,これまでの取り組みについて技術的観点から論述せよ。

Ⅰ-2-2　費用対効果分析の効果(便益額)の計測手法を４つ挙げ，その手法の考え方と特徴について記述せよ。

Ⅰ-2-3　外郭施設に設計時における「環境への配慮」に関して，調査，設計，施工のうち２つの事項について，考慮すべき要件とその内容を記述せよ。
●平成１8年度
Ⅰ－１ 次の問題について解答せよ。（答案用紙６枚以内にまとめよ。）
　受験申込書に記入した「専門とする事項」について,あなたが技術的責任者として担当した業務の中で,技術士にふさわしいと思われる２事例について,それぞれ（１）その名称と実施時期及びあなたの担当業務, （２）技術的に苦労した問題と特に留意した事項, （３）あなたが取った解決策とその効果, （４）現在の技術水準に照らして,経済的効果を含めた総合評価について,具体的に論ぜよ。
Ⅰ－２　次の５問題のうち３問題を選んで解答せよ。（緑色の答案用紙を使用し,問題ごとに用紙を替えて解答問題番号を明記し,それぞれ２枚以内にまとめよ。）

Ⅰ-2-1　漁港・漁場の施設の設計に用いる設計沖波の推算手法で，有義波法とスペクトル法の２手法について,手法の特徴，適用条件及び計算手法について論ぜよ。
Ⅰ-2-2　漁村は,下水道整備が著しく立ち遅れているが,漁村の汚水処理人口普及率の全国的な現況と目標,普及に向けた隘路,技術的な問題点等について論ぜよ。

Ⅰ-2-3　漁港においても耐震強化岸壁の整備が進められているが,その目的と設計震度の算定手法について論ぜよ。
Ⅰ-2-4　平成18年度で終了する「漁港漁場整備長期計画」を,さらに19年度から「第２次漁港漁場整備長期計画」として継続すべく準備が進められている。そこで,第２次漁港漁場整備長期計画へ盛り込むべき課題について,技術的視点から３項目を挙げて論ぜよ。
Ⅰ-2-5　漂砂による埋そくの問題をかかえている漁港が多いが,漂砂を安定させる工法を３例挙げ,詳述せよ。
●平成１９年度
Ⅰ 次の２問題(Ⅰ-1,Ⅰ-2)について解答せよ。
Ⅰ－１　漁港漁場漁村整備の今後のあり方について,わが国の水産業の将来予測から,取り組むべき課題を抽出し,その対応策について述べよ。(解答問題番号を明記し,答案用紙３枚以内にまとめよ。）

Ⅰ－２　次の５設問のうち３設問を選んで解答せよ。（設問毎に答案用紙を替えて解答設問番号を明記し,それぞれ１枚以内にまとめよ。）

Ⅰ-2-1　近年漁業構造の社会的変化から,現存する漁港施設の遊休化が現れている状況である。この遊休化している漁場施設の今後のあり方について課題とその対応策について述べよ。
Ⅰ-2-2　平成19年度から公共事業において大規模漁場の造成事業が進められている。この大規模漁場造成に対して,技術的視点から取り組むべき今後の課題を挙げ,その見通しについて述べよ。

Ⅰ-2-3　漁場環境保全工は,漁場としての効用の低下している沿岸漁場を対象にしてその効用の回復を図るために,底質改善等を行うものである。底質改善工として技術的視点から３項目を挙げ,課題と今後の見通しについて述べよ。

Ⅰ-2-4　漁業根拠地として漁港・漁村を一体的に見る場合,その役割として期待されているものについて技術的な視点から課題を挙げ,その解決策と見通しについて述べよ。

Ⅰ-2-5　漁港,漁場の建設における技術的問題として,今後の課題を挙げ,その解決策と見通しについて述べよ。
●平成２０年度
Ⅰ 次の２問題(Ⅰ-1,Ⅰ-2)について解答せよ。
Ⅰ－１　水産業や漁業地域を取り巻く情勢の変化から,漁港・漁場・漁村整備の今後のあり方について述べよ。また,今後の取り組むべき課題を抽出し,その対応策について述べよ。(問題番号を明記し,答案用紙３枚以内にまとめよ。)

Ⅰ－２　次の５設問のうち３設問を選んで解答せよ。(設問ごとに答案用紙を替えて解答設問番号を明記し,それぞれ１枚以内にまとめよ。)

Ⅰ-2-1　漁港施設の維持更新が今後,増大するがその課題と対策について述べよ。
Ⅰ-2-2　藻場が減少したり消滅する磯焼けの原因について考察し,その対策について述べよ。
Ⅰ-2-3　副振動(地域により,アビキ,セイシュ,ヨタなどと呼ばれることがある。)の原因について述べ,その対策について述べよ。
Ⅰ-2-4　水産資源の維持・増大を図るため,今後の魚礁漁場のあり方について課題と見通しについて述べよ。
Ⅰ-2-5　漁港,漁場における技術的課題を列記し,そのうち１課題を取り挙げ,その解決策と見通しについて述べよ。
